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2013 年 
  1 月 

 

222号 

 
  

 

迎 

春 
 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

日 

建 

学 

院 
 

立 

川 

校 

立
川
市
錦
町
一
‐
一
‐
二
十
三 

東
京
都
酒
造
会
館
ビ
ル
三
階 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
三
二
九
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
五
八
九
一 

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
販
売 

株
式
会
社 

中
村
建
材
工
業 

代
表
取
締
役 

中 

村 

常 

一 

あ
き
る
野
市
雨
間
三
二
二
―
一 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
五
八
‐
〇
〇
二
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
八
‐
〇
〇
四
五 

有
限
会
社 

師 

岡 

建 

材 

代
表
取
締
役 

師 

岡 
 

学 
 

奥
多
摩
町
大
丹
波
七
二
六 

電 

話 

〇
四
二
八
‐
八
五
‐
二
七
三
三 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
八
五
‐
一
四
二
二  

  
 
 
 

安
心
の
警
備
・
確
か
な
保
証 

㈱
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

代
表
取
締
役 

望
月 

武
治 

 
 

青
梅
市
新
町
一
‐
五
‐
五 

電 

話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
八
七
七
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
三
‐
六
二
七
七 

保
安
用
品
の
レ
ン
タ
ル
・
販
売 

株
式
会
社 

標 

識 

一 

番 

武
蔵
村
山
市
三
ツ
藤
一
‐
八
‐
六 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
二
〇
‐
三
七
四
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
二
〇
‐
三
七
五
一  

 

敷
鉄
板
、
プ
ラ
シ
キ
、
ゴ
ム
マ
ッ
ト
・
レ
ン
タ
ル 

株
式
会
社 

八 

王 

子 

鈴 

機 
 
 

 

八
王
子
市
高
月
町
四
七
七 

電 

話 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
五
五
五 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
四
二
二 

株
式
会
社 

高
野
保
険
事
務
所 

代
表
取
締
役 

高
野 

真
人 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
七 

電 

話 
 
 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
一
四
三
九 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
一
一
三 

日
建
学
院 

青
梅
認
定
校 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合 

＊
受
講
申
込
等
の
連
絡
を 

お
待
ち
し
て
ま
す 

 
 

 
 
 

 
 

株
式
会
社 

イ
ー
エ
ス
ピ
ー 

代
表
取
締
役 

高 

橋 

美 

作 
 

羽
村
市
富
士
見
平
二
‐
一
‐
五 

 

 
 
 
 
  
 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
七
〇
‐
〇
六
三
五 

 
 
 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
七
〇
‐
〇
六
三
八 

東
京
日
野
自
動
車 

株
式
会
社 

瑞  

穂  

支  

店 

瑞
穂
町
大
字
殿
ヶ
谷
四
四
六
‐
一 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
〇
七
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
二
一
五
一  

富 

岳 

物 

産 

株
式
会
社 

多
摩
営
業
所 

所
長 

小
山 

智
禎 

昭
島
市
郷
地
町
三
‐
一
‐
一
二 

ワ
ロ
ム
ビ
ル 

 

 
 
 
 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
〇
〇
‐
二
四
五
一 

 
 
 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
四
四
‐
一
六
二
一 

砕
石
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
製
造
販
売 

株
式
会
社 

昭
和
石
材
工
業
所 

 
 
 
 

墓
石
・
記
念
碑
・
石
碑 

設
計
、
施
工 

 
 

昭

石

加

工

株

式

会

社 
 

 
 

 

電 

話  
 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
九
四
〇
〇 

有
限
会
社 

丸  

善  

産  

業 

代
表
取
締
役 

小 

林 

廣 

行 

瑞
穂
町
箱
根
ヶ
崎
西
松
原
五
七
‐
一 

電 

話 
 
 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
五
九
二
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
一
八
一  

有
限
会
社 

ナ
カ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン  

代
表
取
締
役 

中
川 

克
己 

埼
玉
県
入
間
市
寺
竹
五
三
九
‐
八 

 
 
 
 
 

電 

話 
 
 

〇
四
‐
二
九
三
六
‐
三
二
二
六 

 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
四
‐
二
九
三
六
‐
一
九
九
八  

ア
ー
バ
ン
建
材
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

 

森
山 

 

淳 

青
梅
市
河
辺
町
一
〇
‐
四
‐
一
六 

 
 
 
 
 
 

電 

話  

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二

新 
年 
の 

ご 

挨 

拶 
 
 
 
 
 
 
 

理 

事 

長 
 

細 

沼 

順 

人 
 

平
成
二
十
五
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で

年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
も
う
一
年
十

ヶ
月
に
な
り
ま
す
。
仮
設
住
宅
に
住
ま
わ
れ

て
い
る
方
は
か
な
り
減
っ
て
き
た
よ
う
で
す

が
、
い
ま
だ
に
三
十
二
万
人
以
上
の
方
々
が

故
郷
を
離
れ
て
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
含
め

て
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
港
湾
や
農
地
の
復

旧
な
ら
び
に
防
災
対
策
に
お
い
て
、
ま
す
ま

す
建
設
業
界
が
果
た
す
役
割
は
大
き
く
な
っ

て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
こ
の
教
訓
を
い

か
し
我
々
の
生
活
す
る
西
多
摩
地
区
に
お
い

て
、
し
っ
か
り
と
し
た
予
防
処
置
を
検
討
し
、

施
工
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
こ
と
は
当
組

合
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
例
年
の
ご
挨
拶
で
は
、
な
か
な
か
明

る
い
話
題
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
昨
年
暮
れ
の
国
政
選
挙
後
の
新

政
権
の
発
足
に
市
場
も
敏
感
に
反
応
し
、
株

価
の
上
昇
や
円
安
傾
向
に
よ
り
経
済
は
活

性
化
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
特
に
大
型
補
正
予
算
は
我
々
と
っ
て
大

歓
迎
す
べ
き
も
の
で
五
兆
円
超
と
い
わ
れ

る
公
共
事
業
費
が
集
中
的
に
投
入
さ
れ
、
新

年
度
予
算
案
と
合
わ
せ
た
「
十
五
ヶ
月
予

算
」
と
し
て
切
れ
目
な
く
経
済
対
策
が
実
施

さ
れ
れ
ば
、
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は

一
挙
に
好
転
し
そ
う
と
期
待
が
持
て
ま
す
。 

ま
さ
に
建
設
業
界
に
と
っ
て
は
失
わ
れ

た
二
十
年
を
取
り
戻
す
チ
ャ
ン
ス
で
は
あ

り
ま
す
が
、
チ
ャ
ン
ス
を
結
果
に
結
び
つ
け 

 

切
れ
な
い
状
況
を
招
い
た
の
は
、
短
絡
的
な

経
営
手
法
や
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
に
走
っ
た

我
々
の
責
任
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
誰
も
幸

せ
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
公
共
事
業
は
ま

さ
に
公
の
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
日
本
国

民
に
平
等
に
還
元
さ
れ
る
未
来
へ
向
け
て

の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
ま
す
。 

我
々
建
設
業
界
は
地
域
社
会
の
安
全
安

心
、
そ
し
て
雇
用
や
経
済
に
も
大
き
な
影
響

力
を
持
つ
重
要
な
産
業
で
あ
る
と
い
う
自

覚
を
持
ち
、
再
ス
タ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
皆
様
の
益
々
の
ご

発
展
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
年

頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

『
景
気
回
復
を
最
優
先
に
』 

 
 
 
 
 

環
境
兼
内
閣
府
副
大
臣 

 

衆
議
院
議
員 

井 

上 

信 

治 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
細
沼
理
事
長
を
中
心
に
西
多
摩
建
設
業

協
同
組
合
の
皆
さ
ま
が
西
多
摩
地
域
の
発
展

の
た
め
に
日
々
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

昨
年
十
二
月
の
衆
議
院
総
選
挙
に
お
い
て

は
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
大
差

で
四
期
目
の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
そ
の
大
き
な
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
引
き
続
き
全
力
で
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
第
二
次
安
倍
内
閣
に
お
い
て
、

福
島
第
一
原
発
事
故
の
収
束
や
原
子
力
防
災

等
を
担
当
す
る
環
境
兼
内
閣
府
副
大
臣
に
就

任
し
ま
し
た
。
被
災
地
に
お
い
て
は
、
建
設

業
界
の
方
々
が
除
染
や
復
興
事
業
の
成
否
を

担
っ
て
い
ま
す
。
被
災
者
の
皆
さ
ま
に
寄
り 

 

添
い
、
「
福
島
の
再
生
な
く
し
て
日
本
の
再

生
な
し
」
と
い
う
信
念
の
下
、
除
染
や
放
射

性
廃
棄
物
の
処
分
、
被
災
者
の
健
康
被
害
等

の
困
難
か
つ
重
大
な
課
題
に
全
身
全
霊
で

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

安
倍
内
閣
の
最
重
要
課
題
は
、
景
気
回
復

と
経
済
成
長
で
す
。
今
般
、
公
共
事
業
を
中

心
と
し
た
二
十
兆
円
規
模
の
景
気
対
策
を

発
表
し
ま
し
た
。
私
が
選
挙
公
約
と
し
て
皆

さ
ま
に
お
約
束
し
た
と
お
り
、
国
民
の
安

心
・
安
全
の
た
め
に
、
学
校
や
病
院
等
の
耐

震
化
、
老
朽
化
し
た
ト
ン
ネ
ル
、
橋
、
道
路

等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
公
共
事
業
を
「
国

土
強
靭
化
」
と
し
て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。 

ま
た
、
地
元
・
西
多
摩
に
お
い
て
は
、
民

主
党
政
権
に
よ
っ
て
一
時
凍
結
さ
れ
た
国

道 

道
十
六
号
線
武
蔵
野
橋
付
近
の
拡
幅
事
業

を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
、
平
成
二
十
八
年

度
の
完
成
を
実
現
し
ま
す
。 

昨
年
十
月
に
貴
組
合
の
技
術
安
全
委
員

会
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
建
設
中
の
川
尻
ト

ン
ネ
ル
を
視
察
し
た
圏
央
道
に
つ
い
て
も
、

平
成
二
十
五
年
度
に
東
名
高
速
へ
開
通
さ

せ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
と
っ
て
大
切

な
事
業
に
対
し
て
も
、
地
元
選
出
の
国
会
議

員
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
西
多
摩
建

設
業
協
同
組
合
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ
り

佳
き
年
と
な
る
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ 

ま
す
。 

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

新

年

の

ご

挨

拶 
 
 
 
 
 
 
 

東 

京 

都 

議 

会 

議 

員 
 
  

 
 

林 

田 
   

武 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
輝
か
し
い
平
成
二
十
五
年
を
迎
え
、
西

多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、
益
々

ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
末
に
は
、
日
本
に
と
っ
て
も
、
東
京

都 

都
に
お
い
て
も
新
し
い
未
来
を
決
め
る
大

き
な
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
ず
、
衆
議
院
議
員
選
挙
。
結
果
は
自
民

党
の
圧
勝
で
し
た
。
自
民
党
は
二
九
四
議
席

と
倍
増
、
一
方
政
権
党
で
あ
っ
た
民
主
党
は 

 

た
っ
た
の
五
十
七
議
席
と
激
減
し
、
次
々
と

現
職
大
臣
が
落
選
と
な
り
ま
し
た
。 

今
の
日
本
は
不
況
、
デ
フ
レ
、
円
高
、
東
日

本
の
復
興
な
ど
課
題
が
山
積
し
、
自
民
党
が

訴
え
た
「
日
本
を
取
り
戻
す
」「
日
本
再
生
」 

 

る
た
め
に
は
今
後
の
我
々
の

行
動
に
す
べ
て
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。
長
年
の
リ
ス
ト
ラ

と
事
業
縮
小
に
伴
う
技
術
者

や
技
能
者
の
不
足
に
加
え
て

資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
仕
事

量
が
急
に
増
え
て
も
対
応
仕 
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式

場

使

用

料

無

料 

そ

う

し

ん

ホ

ー

ル

青

梅 
 
 

 
 
 
 

青
梅
市
末
広
町
一-

二-

一 

 
 
  
  
  

電 

話 
 
 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
四
四
四
四 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
四
四
六
六 

法 

面 

保 

護 

工 

事 

株
式
会
社  

明 
 
 

商 
 
 
 
 
 

新
宿
区
市
谷
八
幡
町
十
三 

電 

話 
 
 

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
五  

エ
コ
セ
メ
ン
ト
製
品
、
製
造
販
売 

マ
テ
ラ
ス
青
梅
工
業 

株
式
会
社 

青
梅
営
業
所
・
青
梅
工
場 

青
梅
市
今
寺
五
‐
一
三
‐
九 

 
 
 
  

 
  

 
  

 

電 

話 
  

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
七
〇
〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
六
九
四
〇 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

福
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業 

株
式
会
社 

福
生
市
福
生
三
二
五
六 

電 

話  

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
二
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
四
三  

株
式
会
社 

エ
コ
ワ
ス
プ
ラ
ン
ト 

代
表
取
締
役 

浅 

尾 

洋 

和 
 

日
の
出
町
平
井
三
四
‐
一 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
〇
七
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
四
二
五 

株
式
会
社 

エ 

コ 

ワ 

ス 

代
表
取
締
役 

森 

屋 

光 

石 
 

昭
島
市
拝
島
町
三
‐
二
‐
二
五 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
四
九
‐
〇
一
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
四
九
‐
〇
一
二
〇 

迎 

春 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い 

申
し
上
げ
ま
す 

 

 

弘 

和 

産 

業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

野
口 

 

明 

青
梅
市
今
井
三
‐
三
‐
十
二 

電 

話  
 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
八 

 

山
留
・
基
礎
工
事 

株
式
会
社 

タ  

ク  

ト 
 

〶
一
六
七-

〇
〇
五
一 

杉
並
区
荻
窪
四-

二
六-

一
〇 

電 

話 
 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
五
一
一 

 

ム
サ
シ
建
設
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

篠 

原 

嗣 

雄 

 
 
 
 

台
東
区
東
上
野
一-

二
四
‐
二 

山
茂
ビ
ル
三
階 

 
 
 
 
 
 
 

電 

話 
 
 

〇
三
‐
三
八
三
五
‐
三
六
三
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
三
‐
三
八
三
四
‐
七
七
九
三 

 
 

成
友
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

細
沼 

順
人 

福
生
市
福
生
六
九
九
‐
三 

電
話 

  

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
〇
〇
〇 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
九
〇
九 

 

 
  

事
務
機
・
Ｏ
Ａ
機
器
・
介
護
福
祉
機
器
他 

 
 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
九 

電 

話 
〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
六 

名
を
し
た
猪
瀬
副
知
事
が
四
三
四
万
票
と
い

う
記
録
的
な
得
票
で
当
選
し
、
東
京
都
の
新

し
い
顔
と
な
り
ま
し
た
。 

一
昨
年
石
原
知
事
は
知
事
選
に
出
馬
す
る

時
に
「
身
を
賭
し
て
、
最
後
の
ご
奉
公
を
し

た
い
」
と
言
っ
て
い
た
筈
な
の
に
、
「
暴
走
老

人
」
と
揶
揄
さ
れ
、
そ
ん
な
誹
り
を
受
け
て

も
仕
方
が
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

今
後
は
猪
瀬
新
知
事
と
新
し
い
都
政
へ
向

け
て
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

 

西
多
摩
の
代
表
と
し
て
都
議
会
へ
送
っ
て
い
た
だ
き
三

期
、
十
二
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
の
皆
様
の
ご
支
援
に

感
謝
す
る
と
共
に
、
西
多
摩
市
町
村
の
抱
え
た
行
政
課
題
を

着
実
に
都
政
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
、
市
町
村
総
合
交
付
金
の
増
額
、

生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
都
市
基
盤
整
備
等
努
力
い
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

本
年
も
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

皆
様
の
ご
健
康
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
念
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。 

  

（
東
京
都
議
会
議
員 

林
田 

武
） 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

謹 

賀 

新 

年 
             

 
 
 
 

  

東 

京 

都 

議 

会 

議 

員 
  

山 
下 

よ
う
こ 

 新春
を
向
え
、西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

あ
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
、ま
も
な

く
二
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
西
建
協
の
皆
様
の
公
私
に
わ
た
る
様
々
な

角
度
か
ら
の
被
災
地
支
援
、
復
興
支
援
の
ご
尽

力
に
対
し
ま
し
て
、
私
か
ら
も
敬
意
を
表
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

こ
の
未
曾
有
の
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え

て
、
東
京
都
で
は
、
防
災
力
の
一
層
の
高
度
化

の
た
め
に
、
昨
年
秋
、
地
域
防
災
計
画
を
修
正

し
ま
し
た
。
私
も
都
議
会
防
災
特
別
委
員
会
理

事
と
し
て
、
ま
た
、
防
災
を
所
管
す
る
総
務
委

員
会
副
委
員
長
と
し
て
、
こ
の
防
災
計
画
修
正 

 

に
直
接
か
か
わ
り
、
西
建
協
の
皆
様
の
力
が
、

東
京
の
防
災
対
策
向
上
の
切
り
札
に
な
る
と

確
信
す
る
毎
日
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

高
い
技
術
を
求
め
る
向
上
心
、
仕
事
に
ひ

た
む
き
に
取
り
組
む
謙
虚
さ
。
こ
の
双
方
を

併
せ
持
つ
の
は
、
も
し
か
し
た
ら
大
自
然
の

懐
に
抱
か
れ
た
西
多
摩
だ
か
ら
こ
そ
の
気
質

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

雄
大
な
自
然
は
大
き
な
恵
み
を
人
間
に
与

え
て
く
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
時
と
し
て
、

人
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
よ

う
な
激
し
く
厳
し
い
顔
を
見
せ
る
こ
と
も
あ

る
。
自
然
の
力
を
目
の
当
た
り
に
し
た
時
、

人
は
謙
虚
に
な
る
こ
と
を
学
ぶ
、
と
い
う
先

人
の
話
を
聞
い
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

 

西
多
摩
の
地
に
育
ま
れ
た
西
建
協
の
皆

様
の
底
力
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
潜

在
能
力
を
な
お
一
層
引
き
出
す
こ
と
の
で

き
る
都
政
に
す
る
た
め
に
、
私
も
日
々
、
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

今
年
は
東
洋
の
暦
、
九
星
で
は
五
黄
土

星
。
大
地
を
意
味
す
る
年
周
り
で
す
。
す
な

わ
ち
、
す
べ
て
の
基
礎
、
土
台
を
意
味
し
、

こ
れ
は
ま
さ
に
、
基
礎
を
し
っ
か
り
と
築
く

こ
と
か
ら
始
ま
る
建
設
業
を
象
徴
す
る
暦

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
年
は
皆
様
が
主
役
の
年
。
西
多
摩
建
設

業
協
同
組
合
ご
関
係
の
皆
様
の
益
々
の
ご

活
躍
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。 

に
国
民
の
大
き
な
支
持
を
得
た
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

 
安
倍
新
内
閣
に
よ
っ
て
疲
弊
し
た
国
力
、

国
民
生
活
を
立
ち
直
し
を
し
て
も
ら
い
た

い
。
そ
し
て
物
や
お
金
が
循
環
し
、
中
小
企

業
が
安
定
し
、
雇
用
が
促
進
さ
れ
る
元
気
な

日
本
を
構
築
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

も
う
一
つ
東
京
都
に
と
っ
て
大
事
な
選

挙
、
都
知
事
選
挙
が
同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
原
知
事
が
突
然
辞
任
し
、
自
身
で
後
継
指 

新
た
な
る
決
意
の
も
と
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

東 

京 

都 

議 

会 

議 

員 
 
 

島 

田 

幸 

成 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い 

ま
す
。 

 

今
年
は
、
厳
し
い
寒
さ
で
は
あ
っ
た
も
の

の
穏
や
か
な
正
月
で
あ
り
ま
し
て
、
皆
様
に

は
明
る
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、

旧
年
中
は
様
々
な
工
事
や
事
業
に
取
り
組
ま

れ
、
地
域
社
会
の
た
め
に
お
力
を
尽
く
さ
れ

た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

平
素
は
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
一
昨
年
の
三
・
一
一
大
震
災

以
降
、
国
を
挙
げ
て
復
興
再
生
に
全
力
で
取

り
組
み
、
大
震
災
の
教
訓
や
被
害
想
定
の
課

題
に
即
し
、
生
命
や
暮
ら
し
の
安
心
を
守
る

対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年

末
は
、
都
知
事
選
挙
、
衆
議
院
総
選
挙
で
新 

 

知
事
、
新
政
権
が
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
欧
米

を
は
じ
め
わ
が
国
も
経
済
状
況
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
長
引
く
景
気
低
迷

や
閉
塞
感
か
ら
の
脱
却
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。 こ

の
よ
う
な
中
で
こ
そ
、
私
た
ち
は
今
、

た
だ
期
待
す
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
る
決

意
を
も
っ
て
東
京
、
就
中
、
西
多
摩
の
産
業

力
、
建
設
力
を
回
復
し
、
閉
塞
状
況
を
切
り

拓
い
て
、
私
た
ち
都
民
生
活
の
向
上
を
目
指

し
て
行
動
を
起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

今
年
は
、
西
多
摩
各
市
町
村
も
各
種
目
を

担
当
し
な
が
ら
、
「
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
二
〇

一
三
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
元
で
の
開
催

を
積
極
的
に
推
進
す
る
中
で
、
二
〇
二
〇
年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
東
京
で
開
催
す
る
と
い

う
招
致
活
動
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
は
そ
の
一

つ 

つ
で
す
。 

ま
た
、
『
西
建
協
だ
よ
り
』
十
二
月
号
の

「
要
望
事
項
」
に
は
、
建
設
業
界
だ
け
に
と

ど
ま
ら
な
い
も
の
も
あ
り
、
多
摩
格
差
が
現

在
す
る
こ
と
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
を
直
視
し
、
難
し
い
と
さ
れ
る
こ
と

に
も
解
決
や
改
善
を
強
く
求
め
て
い
く
こ

と
に
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

 

防
災
や
福
祉
な
ど
全
都
的
な
課
題
を
は

じ
め
、
生
ま
れ
育
て
て
く
れ
た
西
多
摩
地
域

の
一
層
の
活
性
化
や
自
然
環
境
の
保
護
と

活
用
等
に
全
力
を
尽
く
し
て
参
る
所
存
で

す
の
で
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
鞭
撻

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
並
び
に
会
員

の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
多
幸
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
念
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。 

 

◇お知らせ◇    

平成２４年度  東京都

建設局初動対応訓練実施

に伴う、道路啓開協定業

者の参加案内  
初動対応訓練等により、災

害発生時における対応能力

向上を図る。 
 
日時 ２月８日（金）午前中 
内容 情報連絡訓練の強化 
 道路啓開協力業者（組合員）

との連絡訓練を実施し、道路

啓開体制を強化する。 
 (西多摩管内７１路線参加) 
訓練報告先 
 西多摩建設事務所 補修課 
報告方法 ＦＡＸ 
報告資料  
  ①道路巡回調査票 
  ②連絡シート の２通 
《実施詳細は組合員の皆様に 

１月下旬ご案内致します》 

災害対策特別委員会 



 


